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市
で
は
、
今
年
も
市
政
に
関

す
る
意
見
や
今
後
の
市
政
運
営

の
参
考
に
す
る
た
め
、
直
接
市

民
の
み
な
さ
ん
の
意
見
を
う
か

が
う﹁
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
﹂

を
7
月
15
日
か
ら
23
日
ま
で
実

施
し
、
こ
の
た
び
そ
の
結
果
が

ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
海
老
名
市
第
四

次
総
合
計
画
︵
平
成
20
～
29
年

度
︶
の
策
定
作
業
が
ス
タ
ー
ト

し
、
そ
の
中
で
地
域
部
会
が
開

催
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
第
1
回

地
域
部
会
を
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
と
し
て
開
催
し
ま
し
た
。

門
沢
橋
コ
ミ
セ
ン
を
皮
切
り
に
、

自
治
会
の
ご
協
力
を
得
て
市
内

10
カ
所
で
開
催
し
、
416
人
の
参

加
が
あ
り
ま
し
た︵

︶。

　

当
日
は
、
海
老
名
市
第
四
次

総
合
計
画
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
説
明
し
、そ
の
後
、地
域
ご
と

の
課
題
に
つ
い
て
市
民
の
み
な

さ
ん
と
直
接
意
見
を
交
わ
し
ま

し
た
。

　

市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
い
た

だ
い
た
ご
意
見
は
、
10
会
場
で

約
150
件
に
達
し
ま
し
た
。

　

そ
の
内
容
は
、全
般
的
に
は
、

歩
道
を
含
め
た
道
路
整
備
計
画

に
つ
い
て
の
意
見
や
質
問
、
防

災
に
つ
い
て
の
意
見
、
こ
れ
か

ら
の
海
老
名
の
ま
ち
づ
く
り
の

方
針
に
つ
い
て
の
意
見
が
多
く

見
受
け
ら
れ
ま
し
た︵

︶。

　

今
回
い
た
だ
い
た
ご
意
見
は

担
当
課
で
検
討
し
、
9
月
と
10

月
に
開
催
し
た
第
2
回
地
域
部

会
で
そ
の
結
果
を
報
告
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
実
現
可
能

な
も
の
は
、
総
合
計
画
地
域
別

計
画
等
に
組
み
入
れ
て
い
き
ま

す
。

　

こ
の
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

に
続
き
、
総
合
計
画
に
対
す
る

地
域
計
画
提
言
書
を
策
定
し
て

い
た
だ
く
た
め
、
地
域
部
会
は

今
後
も
、
順
次
開
催
し
て
い
き

ま
す
。
市
民
の
み
な
さ
ん
の
積

極
的
な
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

　

問　

市
長
室︵
電
235
・
4
5
7 

3
︶。

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
結
果
ま
と
ま
る

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
結
果
ま
と
ま
る

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
結
果
ま
と
ま
る

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
結
果
ま
と
ま
る

タウンミーティング開催状況　

開催日（7月） 会　　場 参加人数

１５日（土）

１６日（日）

１７日（月）

２２日（土）

２３日（日）

門沢橋コミセン 61

国分コミセン 61

大谷コミセン 24

杉久保コミセン 39

勝瀬文化センター 37

中新田コミセン 41

柏ケ谷コミセン 40

下今泉コミセン 29

上今泉コミセン 28

国分寺台文化センター 56

合計 416

　

9
月
27
日
、
市
議
会
の
同
意

を
得
て
、
固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
委
員
に
町
田
臣
正
氏

︵
ま
ち
だ
・
と
み
ま
さ
、大
谷
在

住
、
63
歳
＝

︶が
新
た
に
選

任
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
委
員
会
は
、
固
定
資
産
課

●
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

　

に
町
田
氏
を
選
任

　

農
業
委
員
会
委
員
の
任
期
満

了
に
伴
い
、
10
月
1
日
か
ら
新

し
い
農
業
委
員
が
就
任
し
ま
し

た
。
任
期
は
、
平
成
21
年
9
月

30
日
ま
で
の
3
年
間
で
す
。

　

な
お
、
委
員
の
互
選
に
よ
り

会
長
に
、間
宮
一
夫
氏
、会
長
職

務
代
理
に
は
、
青
木
賢
一
氏
が

そ
れ
ぞ
れ
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

農
業
委
員
は
、
農
地
利
用
・

農
政
全
般
に
つ
い
て
調
整
を
行

う
と
と
も
に
、
市
政
へ
意
見
を

述
べ
た
り
、
農
業
や
農
業
団
体

に
対
し
て
指
導
・
助
言
を
行
う

こ
と
を
主
な
職
務
と
し
て
い
ま

す
。地
域
の
農
業
の
問
題
な
ど
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

新
委
員
は
次
の
と
お
り
で
す

︵
敬
称
略
・
順
不
同
︶
。

　

井
上
裕
司
︵
上
今
泉
︶
、
井

上
寅
夫
︵
上
郷
︶
、
坂
本
俊
六

︵
大
谷
︶、間
宮
一
夫
︵
大
谷
︶、

小
澤
一
郎
︵
杉
久
保
︶
、
神
守

　

▽
日
時
･
内
容　

の
と

お
り　

▽
会
場　

総
合
福
祉
会

館　

▽
対
象　

市
内
在
住
20
歳

以
上
の
方　

▽
費
用　

無
料
。

　

※
保
育
あ
り
。
希
望
の
方
は

事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

申　

あ
ら
か
じ
め
入
会
申
込

書
の
提
出
が
必
要
で
す
。
電
話

連
絡
の
上
、
11
月
28
日
︵
火
︶

ま
で
に
、
セ
ン
タ
ー
事
務
局
へ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

問　

同
セ
ン
タ
ー
事
務
局

︵
上
郷
474

－

１
総
合
福
祉
会
館

内
、電
235
・
０
２
２
０
︶。

　市社会福祉協議会ファミリー・

サポート ･ センターでは 、同セン

ターの援助会員として地域の子育

て支援を行いたい方を対象に、次

のとおり講習会を開催します。

　同センターは、子育ての援助を

受けたい方と援助を行いたい方が

会員となり、育児を助け合う有償

ボランティアの組織です。援助会

員（＝子育ての援助を行う会員）

になるためには、講習会の受講が

必要です。

援助会員になって地域ぐるみの子育てに参加しませんか

ファミリー･サポート･センター講習会を開催

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
﹁
平
成

18
年
度
新
え
び
な
講
座
～
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
Ｉ
Ｎ
海
老
名　

人
生
い
ろ

い
ろ
講
座
～
﹂
を
開
講
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
に
つ

い
て
知
り
、体
験
し
て
、職
業
に
つ

い
て
の
理
解
を
深
め
る
講
座
で
す
。

　

各
分
野
で
、
現
役
で
活
躍
し
て

い
る
社
会
人
を
講
師
に
迎
え
、
学

生
時
代
の
職
業
観
、
現
在
の
職
業

に
至
る
ま
で
の
資
格
や
そ
の
取
得

方
法
、
ま
た
、
や
り
が
い
や
悩
ん

だ
と
き
の
克
服
法
等
を
お
話
し
し

ま
す
。ぜ
ひ
、ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　

▽
対
象
・
定
員　

市
内
在
住
在

学
の
高
校
生
・
30
人
︵
1
日
だ
け

の
参
加
も
可
。多
数
の
場
合
抽
選
︶

　

▽
日
程
・
内
容
・
定
員　

の
と
お
り　

▽
時
間　

い
ず
れ
も

午
後
2
時 

～
4
時
30
分　

▽
場

所　

中
央
公
民
館
。

　

申　

問　

各
日
程
の
3
日
前
ま

で
に
、
電
話
で
生
涯
学
習
課
︵
電

235
・
4
9
2
6
︶
へ
。

～ハローワーク IN 海老名 人生いろいろ講座～～ハローワーク IN 海老名 人生いろいろ講座～～ハローワーク IN 海老名 人生いろいろ講座～
新 え び な 講 座

A

住職
学芸員
カイロプラクティス

　(医療関係)

11 18

B

消防士
ブライダルコーディ

  ネーター
ホテル業

12 14

C

保育士
福祉関係
栄養士
自動車整備士

12 21

D

酒造業
建築業
図書館
製パン業

1 13

　◇ 内 容

開催日 時間 講座名 講師

11

29

10

10 50

11

1 2

2 10

3 10

11

30

9 20

10 20

10 30

1 3

3 10

3 40

●
新
農
業
委
員
に

　
　
　

20
氏
就
任

10

416

150

◇主な地域別意見
北部（柏ケ谷･東柏ケ谷･上今泉）

東部（大谷･国分寺台･浜田町）

西部（上郷･下今泉･中新田･さつき町･河原口）

中部（中央･国分南･国分北･望地･勝瀬）

南部（中河内･上河内･杉久保･本郷･社家･今里･中野･門沢橋）

地域ごとの具体的なデータを示すなど、地域部会の資料の充実、
地域の行事連絡や災害･犯罪情報への防災無線の活用、秋葉山や
相模横山丘陵の緑地保全など

市で把握しているデータを活用した災害弱者名簿の作成、幼少期
のしつけをしっかりすること、学校の防音対策やエアコンの設置、
男女共同参画の推進など

さがみ縦貫道路の側道計画、相模川の河川改修、公園の増設、自
然を生かした公園の整備、コミバスの運行など

海老名駅西口･市役所周辺の土地利用、海老名駅北側改札口設置、
勝瀬文化センターの改修、地域の集会室の設置など

街灯や交番の設置、永池川の整備、見通しの悪い交差点や時差式
信号機の改善、地域への医療・介護施設の建設など

忠
安
︵
柏
ケ
谷
︶
、
金
子
武
男

︵
国
分
︶、青
木
賢
一︵
門
沢
橋
︶、

松
本
孝
夫︵
今
里
︶、
鈴
木
正
美

︵
下
今
泉
︶、清
水
正
存︵
中
野
︶、

古
泉
宣
明︵
上
河
内
︶、
山
﨑
正

善︵
河
原
口
︶、
古
郡
利
男
︵
本

郷
︶、
市
川
敏
彦︵
中
野
︶、武
藤

正
則︵
東
柏
ケ
谷
︶、
大
島
孝
行

︵
中
新
田
︶、
宮
嵜
定
雄
︵
中
河

内
︶、落
合
明
善︵
社
家
︶、
濱
田

忠
一︵
本
郷
︶。

　

問　

農
業
委
員
会
事
務
局

︵
電
235
・
4
9
0
7
︶
。

税
台
帳
に
登
録
さ
れ
た
価
格
に

つ
い
て
の
不
服
を
公
正
・
中
立

の
立
場
か
ら
審
査
決
定
す
る
た

め
に
、
各
市
町
村
に
設
置
さ
れ

て
い
る
も
の
で
す
。

　

問　

市
民
税
課
︵
電
235
・
8

5
9
3
︶。


